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Ⅰ．回復期リハビリテーション病棟
入退院状況

１.疾患別患者数
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3.入院前状況内訳
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４.年齢構成
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５.疾患別平均年齢
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６.疾患別平均在院日数
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７.転院必要日数
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８.疾患別平均総治療日数
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9.最終退院先
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１０.地域別自宅退院者数
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１１.治療目的での転院理由
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１２.自宅退院者介護認定状況
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１３.疾患別患者割合・年度別
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１４.入院前状況年次推移
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１５.最終退院先・年度別
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Ⅱ.回復期リハビリテーション病棟
入院患者疾患別状況

１.脳卒中患者入院数年次推移
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4．脳卒中年齢・性別入院患者数
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5．脳卒中患者最終退院先

自宅

61.5%

在宅施設

13.3%

老健

8.1%

療養型病院

7.0% 急性期病院

10.2%

脳卒中患者最終退院先（ｎ=384名）



6．大腿骨骨折患者入院数年次推移
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9.大腿骨骨折患者最終退院先
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Ⅲ.FIM改善状況
1.疾患別FIM改善状況
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2.転帰別FIM改善状況
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Ⅳ．一般病棟（障害者施設等）入退院状況
１.疾患別割合
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４.疾患別平均年齢
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5.最終退院先
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Ⅴ．研究実績
＜報告＞
藤田正明、池上敏幸、伊藤功、小倉雅、佐藤浩二、田代桂一、田中康之、三澤一登、山鹿眞紀夫
障害児・者支援検討委員会報告 「障害者施設等一般病棟の調査結果」要約
日本リハビリテーション病院・施設協会誌 No.169 24-30.2019

＜講演＞
2018年8月11日

藤田正明
愛媛県災害リハ研修会（松山）
「災害時にリハ支援活動を行う際の心構え」

2018年10月3日
藤田正明
日本リハビリテーション・ケア研究大会（米子）
特別報告 「西日本豪雨災害 愛媛県JRAT活動報告」

2018年12月13日
藤田正明
てんかん診療研究会（松山）
「回復期リハビリテーション病棟における脳卒中患者の抗てんかん薬内服状況」

2019年1月20日
藤田正明
JRAT中国四国ブロック会議
「平成30年7月豪雨災害にかかわる愛媛JRAT活動報告」

2019年2月17日
藤田正明
災害時福祉人材マッチング制度登録研修会
「災害時に支援活動を行う際の心構え」



＜講義＞

2018年6月15,22,29日、7月6日 愛媛県立医療技術大学講義

藤田正明（協力 大塚恵看護師長、升田勝喜先生）

「リハビリテーション医療」

＜講演＞

2018年6月28日

高橋真司

第55回日本リハビリテーション医学会学術集会（福岡）

「回復期リハビリテーション病棟における尿道カテーテル抜去後の抗菌剤投与による腎盂腎炎発症予防効果の検討」

【看護部】

＜講演＞

2018年10月4日

菊友衣（田中竜也・大西正恵）

リハビリテーション・ケア合同研究大会 米子 2018（鳥取）

「『食べたい・動きたい』を引き出す看護を試みて」

2018年10月3日～4日

松田 恵介

リハビリテーション・ケア合同研究大会 米子 2018（鳥取）

「認知症患者の生活の質向上に向けて～複合的介入の効果～」

2018年11月23日～24日

國西恵里（押岡大助、大塚恵）

第30回 日本リハビリテーション看護学会 学術大会（富山）

「家族のエンパワーメントを活かした介護度の高い失語症のある患者への退院支援」



2018年11月24日

大塚恵

第30回 日本リハビリテーション看護学会 学術大会（富山）

「リハビリテーション看護領域における看護師のやりがいに関する要因とその特徴」

2019年1月12日

松田麗（仙波有貴、大塚恵）

臨床高次脳えひめ研究大会（愛媛）

「高次脳機能障害患者の症状変化に応じた効果的看護介入」

2019年2月2日

中嶋大介

平成30年7月豪雨災害における愛媛県看護協会災害支援ナース活動報告会

「平成30年7月西日本豪雨災害における支援ナース活動報告」

2019年2月21日～22日

武智智子（久保絵里香）

回復期リハビリテーション病棟協会 第33回研究大会in舞浜・千葉（千葉）

「褥瘡対策への新たな取り組み～体圧分布測定器導入とＯＴ介入による効果～」

2019年2月21日～22日

橋本樹子（池内一恵、大塚恵）

回復期リハビリテーション病棟協会 第33回研究大会in舞浜・千葉（千葉）

「当院における転倒事故と睡眠薬の現状と今後の課題」

2019年2月24日

岸川裕美（山本恵子）

第38回 愛媛看護研究学会

「認知症研修会が看護介護職員の抱えるケア困難度に与える影響－Ａ病院における認知症研修会の効果の検証と今
後の課題－」



【リハビリテーション部】

2018年10月21日

田本仁美

第22回 「口から食べたい」（愛媛）

「伊予病院回復期病棟における摂食嚥下障害への取り組みと課題」

2018年10月27日

阿部真里亜

第29回 四国作業療法士学会（香川）

フライパン操作再獲得へ向けて ～道具の知覚による運動の変化に着目して～

2018年12月2日

奥本充

第47回 四国理学療法士学会（高知）

「注意障害を呈した2例に対する@ATTENTIONの導入効果」

2018年11月10日

髙橋保雅

第34回義肢装具学会学術大会（愛知）

「脳卒中片麻痺者用短下肢装具の退院後のフォローの現状」

2018年11月10日

第16回日本神経理学療法学会学術大会（大阪）

杉村雅人

「Contraversive Pushing に対し高座位からの立ち上がり 及び立位アプローチ の有用性～シングルケースタディ
ABA法を用いた 2症例の検証 ～」



2018年11月11日

木原幸太

第16回日本神経理学療法学会学術大会（大阪）

「足漕ぎ車椅子の導入が脳卒中片麻痺者歩行機能に与える効果ついて～ シングルケースタディでの検討～」

2018年12月9日

一ノ宮哲朗

第８回 四国活動分析研究会（高知）

「便座からの立ち上がり動作の獲得に向けた関わり～狭小かつモールドされた座面からの立ち上がり動作における
一考察～」

2019年2月21日

木原幸太

回復期リハビリテーション病棟協会 第33回 研究大会 in 舞浜・千葉

「被殻出血を呈した片麻痺患者歩行に対するリハビリ支援ロボット（ウェルウォークWW-1000）の有効性検討
～単一症例研究ABAデザインを通して～」

2019年2月22日

余吾政宏

回復期リハビリテーション病棟協会 第33回 研究大会 in 舞浜・千葉

「当院における重症例に対するシーティング・ポジショニング支援～圧力分布測定システムから見えたもの～」

2019年3月11日

重松亜貴人

第 23 回愛媛県理学療法士会学術集会

「脳卒中片麻痺患者におけるウェルォーク WW -1000 使用 報告～ 機能的自立歩行を目指して～」

2019年3月11日

曽我 健生

第 23 回愛媛県理学療法士会学術集会

「脳卒中片麻痺者の歩行パターン改善を目指した一症例 ～ 骨盤運動に着目して～」


